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生物

■出題のねらい
　（１）では，呼吸に関する反応系について問いました。細かい知識まで要求しました
が，入試ではよく出題される基本的な内容です。（２）では，生態系内における窒素と
エネルギーの流れについて問いました。

■採点講評
　正答率は，約40％でした。（１）は，空欄 １  ～ ６  の穴埋め問題の正答率が低か
ったです。（１）の内容は，教科書レベルですが，呼吸における生化学反応について正
確な理解が必要です。１）では，呼吸において電子がどのように運ばれるかがポイント
となりました。ここで重要になるのは，NADHとFADHです。これらが電子伝達系に
電子を渡し，ATP合成に利用されます。やや高度な内容ですが，重要なプロセスのため，
しっかり理解しておきましょう。解答では，NADPHと誤答しているものが多くありま
した。NADPHは，主に光合成で働く分子であり，NADHとは別のものです。２）では，
空欄 10  ， 11  のクエン酸回路に関する問題の正答率が低かったです。注意すべきポ
イントは，教科書ではしばしばグルコース１分子が分解される際に発生するCO2分子の
数を書いているのに対し，この問題ではピルビン酸１分子の分解に伴って発生するCO2

分子の数を問うています。グルコース１分子からは，ピルビン酸が２分子発生します。
ピルビン酸分解から発生するCO2の数は，グルコースの半分になります。これを誤った
と思われる解答が多く見受けられました。
　（２）は，生態系内の物質とエネルギーの流れに関する問題です。基本的な内容です
が，正答率は高くありませんでした。特に，４）の生態ピラミッドと生態系における物
質の生産量，消費量に関する問題の正答率が低かったです。出題された図は，教科書で
も見られる基本的な内容です。総生産量は，成長量，被食量，枯死量および呼吸量から
なり，呼吸量を引いたものが純生産量となります。そのうち，被食量が一次消費者にお

ける摂食量に相当し，不消化排出量を引いたものが同化量になります。この各量の定義
を知っていれば解答できる問題です。この問題に限らず，教科書の図を基にした問題は
頻出です。図で用いられている用語の定義を正確に理解し，教科書とは違う形式で問わ
れても正答できるようにしましょう。

　本学の生物の入試問題は，教科書の内容を基本としており，教科書をしっかり勉強する
ことが最大の入試対策です。教科書の図版の内容や「探究」といった項目も出題の対象に
なりますので，しっかり勉強してください。
　Ｂ日程では，「呼吸」，「代謝」，「生態系」，「進化」，「バイオテクノロジー」，「免疫系」
をテーマに出題しました。

Ⅰ
■出題のねらい

　（１）では，化学進化を中心に，生命の起源に関する基本知識を問いました。（２）は，
遺伝子クローニングに関する実験考察問題です。やや高度な内容ですが，教科書の知識
を基に考えることで正答できます。（３），（４）は，免疫に関する基本的な用語を問う問
題とオクタロニー法における沈降線の解釈を問う実験考察問題です。後者の実験は，教
科書に記載がありませんが，問題文中の指示に従って結果を解釈すれば正答できます。

■採点講評
　正答率は，約56％でした。（１）の穴埋め問題は，全体的によくできていましたが，
空欄 26  で化学進化を化学合成，自然発生としている解答が多く見受けられました。
これらは，全く当てはまらない用語ではありませんが，“最も適当なものを選ぶ”とい
う問題の主旨から外れているため，不正答になります。用語を選ぶ際は，選択肢全体を
確認し，どれが最も当てはまる用語であるかを考えるようにしましょう。また，空
欄 27  では「ミラー」を「ダーウィン」，「オパーリン」と混同している解答が多く見
受けられました。彼らはすべて進化研究の歴史において重要な人物であり，入試問題で
も頻出です。各々の業績を正確に把握しておきましょう。また，後半の細胞内共生に関
する問題でも，ミトコンドリアと葉緑体を逆にしている解答が多かったです。
　（２）の前半は，よくできていましたが，後半の実験４に関する問題（空欄 41  ～ 
 43  ） の正答率が低かったです。空欄 41  ですが，実験３でプラスミドＺに遺伝子Ｙ
をつなぎ合わせた状態で実験４を行います。プラスミドＢ，Ｃのように塩基対数1000お
よび200付近にバンドがみられるには，Hind Ⅲが作用する必要があります。ここで，
Bgl Ⅱと答えた解答が多く見受けられました。しかし，遺伝子ＹをプラスミドＺにつな
ぎ合わせた時点でBgl Ⅱの切断面はなくなります。すなわち，Bgl Ⅱが作用することは
ありません。次に空欄 42  ， 43  ですが，プラスミドＺに遺伝子Yをつなぎ合わせた
状態でHind Ⅲが作用すると，遺伝子Yの入る方向により，遺伝子Y内のHind Ⅲの切断
部位とプラスミドＺのHind Ⅲの切断部位が近くなる場合と遠くなる場合の２通りが考
えられます。このうち，近くなる場合に相当するのがプラスミドＣです。この繋がり方

ではプラスミドＺと遺伝子Ｙの転写方向が一致するので，遺伝子は発現する可能性があ
ります。逆に，プラスミドＢでは，プラスミドＺと遺伝子Ｙの転写方向が逆になるので
遺伝子は発現しないと考えられます。
　（３），（４）は，全体的によくできていました。空欄 45  で好中球をマクロファージ
と混同している解答が多く見受けられましたが，この２つは見た目も機能も異なる細胞
です。教科書で確認しておきましょう。

Ⅱ

一般入試前期Ｂ日程

英語

■出題のねらい
　日常的な会話の内容を正確に理解する問題です。二者のやりとりの流れを的確にとら
えましょう。話題は「飼っている金魚の健康状態」です。金魚にBobという名前がつい
ていることに気づけば，それほど難しくないでしょう。

■採点講評
　どの問題も正答率は比較的高く， ２  ， ３  を除いて70％以上でした。ただし，満
点の人は約20％でした。 ２  は，Tomoに対するAliceの心情を表現する最適な選択肢
を選ぶ問題です。文法的に不適なものを選択した人が50％もいました。また ３  は，

「今朝までBobの状態は変わりなかった」という本文の内容に基づいて選べば，選択肢
②は排除できます。

■出題のねらい
　モデルの仕事をしている20歳の女性に対するインタビュー記事を読み，ポイントとな
る情報を的確に読み取る力を問う問題です。Ｑ&Ａ形式でまとめられているため，どこ
にどのような情報が記載されているか，見分けるのは比較的容易でした。どのような成
り行きで彼女がこの業界に入ることになったのか。また，勧誘された際の彼女の反応や，
今後の抱負について，正確に把握しましょう。

■採点講評
　約70%の人が３問以上を正答しています。学業を続けることの重要性を女性が認識し
ていたという本文の内容に基づけば， ６  は正答である選択肢③が容易に選べます。
最も正答率の低かった ８  は，おそらく質問文と選択肢④の両方に否定語 “not” が含
まれていることで，混乱した人が多かったのでしょう。落ち着いて情報を照合しましょ
う。
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れても正答できるようにしましょう。
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ことが最大の入試対策です。教科書の図版の内容や「探究」といった項目も出題の対象に
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■採点講評
　正答率は，約56％でした。（１）の穴埋め問題は，全体的によくできていましたが，
空欄 26  で化学進化を化学合成，自然発生としている解答が多く見受けられました。
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確認し，どれが最も当てはまる用語であるかを考えるようにしましょう。また，空
欄 27  では「ミラー」を「ダーウィン」，「オパーリン」と混同している解答が多く見
受けられました。彼らはすべて進化研究の歴史において重要な人物であり，入試問題で
も頻出です。各々の業績を正確に把握しておきましょう。また，後半の細胞内共生に関
する問題でも，ミトコンドリアと葉緑体を逆にしている解答が多かったです。
　（２）の前半は，よくできていましたが，後半の実験４に関する問題（空欄 41  ～ 
 43  ） の正答率が低かったです。空欄 41  ですが，実験３でプラスミドＺに遺伝子Ｙ
をつなぎ合わせた状態で実験４を行います。プラスミドＢ，Ｃのように塩基対数1000お
よび200付近にバンドがみられるには，Hind Ⅲが作用する必要があります。ここで，
Bgl Ⅱと答えた解答が多く見受けられました。しかし，遺伝子ＹをプラスミドＺにつな
ぎ合わせた時点でBgl Ⅱの切断面はなくなります。すなわち，Bgl Ⅱが作用することは
ありません。次に空欄 42  ， 43  ですが，プラスミドＺに遺伝子Yをつなぎ合わせた
状態でHind Ⅲが作用すると，遺伝子Yの入る方向により，遺伝子Y内のHind Ⅲの切断
部位とプラスミドＺのHind Ⅲの切断部位が近くなる場合と遠くなる場合の２通りが考
えられます。このうち，近くなる場合に相当するのがプラスミドＣです。この繋がり方

ではプラスミドＺと遺伝子Ｙの転写方向が一致するので，遺伝子は発現する可能性があ
ります。逆に，プラスミドＢでは，プラスミドＺと遺伝子Ｙの転写方向が逆になるので
遺伝子は発現しないと考えられます。
　（３），（４）は，全体的によくできていました。空欄 45  で好中球をマクロファージ
と混同している解答が多く見受けられましたが，この２つは見た目も機能も異なる細胞
です。教科書で確認しておきましょう。

Ⅱ

一般入試前期Ｂ日程

英語

■出題のねらい
　日常的な会話の内容を正確に理解する問題です。二者のやりとりの流れを的確にとら
えましょう。話題は「飼っている金魚の健康状態」です。金魚にBobという名前がつい
ていることに気づけば，それほど難しくないでしょう。

■採点講評
　どの問題も正答率は比較的高く， ２  ， ３  を除いて70％以上でした。ただし，満
点の人は約20％でした。 ２  は，Tomoに対するAliceの心情を表現する最適な選択肢
を選ぶ問題です。文法的に不適なものを選択した人が50％もいました。また ３  は，

「今朝までBobの状態は変わりなかった」という本文の内容に基づいて選べば，選択肢
②は排除できます。

■出題のねらい
　モデルの仕事をしている20歳の女性に対するインタビュー記事を読み，ポイントとな
る情報を的確に読み取る力を問う問題です。Ｑ&Ａ形式でまとめられているため，どこ
にどのような情報が記載されているか，見分けるのは比較的容易でした。どのような成
り行きで彼女がこの業界に入ることになったのか。また，勧誘された際の彼女の反応や，
今後の抱負について，正確に把握しましょう。

■採点講評
　約70%の人が３問以上を正答しています。学業を続けることの重要性を女性が認識し
ていたという本文の内容に基づけば， ６  は正答である選択肢③が容易に選べます。
最も正答率の低かった ８  は，おそらく質問文と選択肢④の両方に否定語 “not” が含
まれていることで，混乱した人が多かったのでしょう。落ち着いて情報を照合しましょ
う。
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